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RTD がうまくいかない場合の対応 

 

最初の確認事項 

1. PC の再起動後、CQG アプリを起動し、Quote Spreadsheet（QSS）を開き、新規 Excel シートを開きま

す。（RTD が正常に記されていない場合、他のシートにも影響が出る場合があります） 

2. RTD の数式は大文字小文字の区別があります。注意してください。 

3. QSS へ銘柄シンボルを追加し、データのあるセルを右クリックし”Copy to Excel”をクリックすると、

RTD の数式がコピーされます。それをエクセルシートに貼り付け、データが表示、自動更新されてい

るか確認してください。 

#N/A エラーやセルが空白の場合、CQG アプリと Excel との接続に問題があります。次ページ以降を

参照し、対応を実施してください。 

4. また、データが表示されても自動更新されない場合は、”数式”のタブより”計算方法の設定”を選択

し”自動”を選択します。 

 

5. Bar 設定にて許可された以上のデータを取得しようとした場合、正常にデータを取得できません。Bar 

Setting を変更してください。 
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＜N/A エラーの対応＞ 

1. デフォルトの RTD アプリ確認 

Setup→System preferences→Misc タブにてお使いの CQG アプリがデフォルトの RTD アプリになってい

るか確認をします。チェックが入っていない場合はチェックを入れた上で、RTD のデータが問題なく更

新されているか確認してください。 

 

 

アプリケーションのインストール後、初回ログイン時に下図のようなポップアップが表示されます。

複数の CQG アプリを使用していた場合、デフォルトに設定されていないアプリでは RTD が利用できま

せん。 
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2. RTD Throttle の設定 

Excel では RTD Throttle の設定があり、2000 ミリ秒に一回にアップデートするように制限されていま

す。そのため CQG アプリ上のデータと比べると更新頻度に違いがあるかもしれません。また、こちら

の設定が起因して#N/A エラーが発生する場合があります。その場合、下記手順にて RTD Throttle の設

定数値を下げてみてください。 

1. Excel の Visual Basic Editor を起動します。Alt +F11 を押すか、開発タブより Visual Basic をクリック

します。 

2. イミディエイトウィンドウ（CTRL+G もしくは表示メニューよりイミディエイトウィンドウをクリ

ック）にて、下記コードを入力してください。  

Application.RTD.ThrottleInterval = 50 

3. 入力後、カーソルがライン上あることを確認し、Enter キーを押します。 

4. 設定が正常にできているか確認するために、下記ラインを入力します。 

? Application.RTD.ThrottleInterval  

5. Enter キーを押すと現在の設定が表示されます。 

50  
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3. CQG の Repair（修復） 

図 1 のとおり、ファイル→オプション→アドインにて、アクティブなアプリケーションアドイン内に

cqg.rtd があることを確認してください（注 1参照）。ない場合、もしくはアクティブでない場合は、

図 2 のとおり CQG アプリの Repair（修復）を行ってください。 

注 1：Excelシート内に RTD フォーミラがない場合は cqg.rtd はリスト内に表示されません。確認する

際は必ず RTDフォーミラが挿入されている状態で行ってください。 

＜図 1＞ 

  

＜図 2＞ 

Win7  Win10 

   

 

修復を行っても cqg.rtdがアクティブリストにない場合は、下記を確認／実施してください。 

3-1. 管理ドロップダウンより‘使用できないアイテム’を選択し、ダイアログ内に cqg.rtd があ

れば有効に設定してください。 

 

3-2. 上記を実施しても解消されない場合は、CQG アプリを再インストールしてください。  
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＜RTD のログ＞ 

また CQG と Excel の間の問題は、RTD のログにてよく原因がわかります。 

Windows 7 の例 

 

 

 

RTDを検索し、最新のログを見つけてください。以下はサンプルテキストです。 
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下記例では“Cannot calculate yield for EP”とエラーが表示されており、EPのイールドが計算できていないことがわかります。 

 

 
 

EPはフィクスドインカムではないため、イールド値がでません。そのためエラーが生じています。 

 

 



7 
 

 

 

 

 

 


